
　
「
有
機
Ｅ
Ｌ
」
と
い
う
次
世
代
照

明
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
こ
の
照

明
が
、
目
視
に
よ
る
外
観
検
査
を

行
う
製
造
業
の
、
課
題
解
決
策
と

し
て
に
わ
か
に
注
目
を
さ
れ
て
き

て
い
る
。

　
照
明
と
言
え
ば
、
東
日
本
大
震

災
後
に
、
そ
れ
ま
で
の
蛍
光
灯
か

ら
置
き
換
わ
っ
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
す
っ

か
り
普
及
し
、
一
般
的
な
も
の
に

の
製
造
業
で
は
、
人
不
足
を
背
景

に
し
た
「
検
査
員
の
確
保
」
と
い

っ
た
悩
み
が
つ
き
ま
と
う
。

　
化
学
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
㈱
カ
ネ

カ
（
東
京
都
港
区
赤
坂
１
の
12
の

32
／
☎
03‐

５
５
７
４‐

８
０
０
９
）

で
は
、
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
の
光
源
パ

ネ
ル
の
製
造
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
行
っ
て
い
る
。

　
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
は
「
紫
外
線
レ

ス
、低
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
」「
低
発
熱
」

「
高
演
色
」「
薄
い
面
発
光
」
と
い

う
特
徴
が
あ
る
次
世
代
光
源
で
あ

る
。
光
の
ス
ペ
ク
ト
ル
（
波
長
）

が
自
然
光
に
近
く
、
色
の
再
現
性

が
優
れ
て
お
り
、
化
粧
用
の
鏡
ま

わ
り
や
食
品
陳
列
の
什
器
な
ど
で

採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
眩
し

す
ぎ
ず
や
わ
ら
か
な
光
の
為
、
ホ

テ
ル
や
住
宅
の
寝
室
な
ど
で
も
採

用
さ
れ
出
し
て
い
る
照
明
で
あ
る
。

　
㈱
カ
ネ
カ
で
は
、
有
機
Ｅ
Ｌ
照

明
の
特
徴
を
「
視
作
業
」
の
用
途

で
活
用
出
来
な
い
か
と
考
え
、
製

造
業
の
目
視
検
査
の
課
題
解
決
法

と
し
て
の
提
案
を
推
進
し
て
い
る
。

　
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
の
特
徴
は
、
例

え
ば
め
っ
き
部
品
や
電
子
基
板
の

な
っ
て
い
る
。Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
、
省
エ
ネ

性
と
低
コ
ス
ト
化
に
よ
り
、
自
宅

や
オ
フ
ィ
ス
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
ま
で
身
近
な
も
の
と
な
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
「
眩

し
い
」「
目
が
疲
れ
る
」「
ブ
ル
ー

ラ
イ
ト
の
影
響
が
心
配
」「
モ
ノ
の

色
が
変
わ
っ
て
見
え
る
」
と
い
う

声
が
出
て
き
て
い
る
様
で
あ
る
。

　
製
造
業
の
目
視
検
査
現
場
に
お

い
て
も
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

伴
う
「
眩
し
さ
」「
見

に
く
さ
」「
疲
労
」
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
製
造
業
に
と
っ
て

人
の
目
に
よ
る
外
観

検
査
は
、
検
査
の
自

動
化
が
進
ん
で
も
無

く
す
こ
と
は
出
来
な

い
。
そ
し
て
、
目
視

に
よ
る
外
観
検
査
に

は
、
多
く
の
課
題
が

あ
る
。

　
例
え
ば
、「
不
良
の

見
逃
し
」
の
原
因
の

一
つ
と
し
て
「
検
査

員
の
疲
労
」
が
該
当

す
る
。
更
に
、
昨
今

半
田
の
様
に
、
光
沢
が
あ
り
反
射

性
の
高
い
製
品
の
目
視
検
査
で
は

有
効
打
と
な
る
。
輝
度
の
均
一
性

が
高
い
拡
散
光
の
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明

は
、
製
品
の
表
面
が
見
や
す
く
異

物
や
キ
ズ
な
ど
の
違
和
感
に
気
づ

き
や
す
い
。
ま
た
、
直
視
す
る
事

も
出
来
る
光
源
は
、
反
射
し
て
目

に
入
る
光
に
よ
る
検
査
員
の
目
の

疲
労
を
大
幅
に
低
減
さ
せ
る
事
が

期
待
出
来
る
。

　
「
周
辺
視
目
視
検
査
法
」
と
い
う

新
た
な
検
査
法
の
普
及
活
動
を
行

っ
て
い
る【
感
察
工
学
研
究
会
】が
、

昨
年
の
暮
れ
に
大
阪
工
業
大
学
で

開
催
し
た
「
外
観
検
査
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
（
Ｐ
Ｖ
Ｉ
２
０
１
８
）」
に
、

複
数
企
業
の
品
質
管
理
や
製
造
管

理
の
担
当
者
や
責
任
者
が
参
加

し
、
参
加
者
が
実
際
に
検
査
方
法

の
指
導
を
受
け
る
場
面
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
が
紹
介
さ

れ
、
モ
ノ
の
見
え
方
と
目
へ
の
優

し
さ
が
参
加
者
の
好
評
を
得
た
。

　
次
世
代
照
明
と
い
わ
れ
る
有
機

Ｅ
Ｌ
照
明
で
あ
る
が
、
製
造
現
場

の
課
題
解
決
策
と
し
て
は
今
す
ぐ

使
え
る
新
し
い
工
法
で
あ
る
。

　
日
本
の
製
造
業
を
取
り
巻
く
人

手
不
足
は
、
今
後
ま
す
ま
す
深
刻

化
が
予
想
さ
れ
て
い
る
中
、
日
本

の
製
造
業
の
強
み
で
あ
る
高
品
質

を
守
り
な
が
ら
、
検
査
員
の
健
康

に
配
慮
し
た
照
明
と
し
て
有
機
Ｅ

Ｌ
に
期
待
し
た
い
。

平成 31 年 3 月 10 日 （8）

日本鍍金新報 3 月号（発行：産業通信株式会社 mekkishinpou. jp ）より

目
視
検
査
の
革
命

〜
外
観
品
質
と
検
査
員
を
守
る
照
明
〜

「周辺視目視検査法」とは、不良品の見逃しの激減、検査時間の大幅な削減、
検査員の健康改善につながる検査技術。「周辺視目視検査法」では、手元
のワーク面の照度は 1000±200 ルクスを推奨し、800 ルクス以下でも十
分不良箇所を察知できるとしている。また、キズや凹凸の検出では、検出
に不要な照明（天井照明、検査員の周囲の照明、外光）を除去、もしくは
抑えることが必要である。

目
視
検
査
に
お
け
る

照
明
の
重
要
性


